































語の命令形に接続して｢希望｣　の意を表すのに用いられたが､室町時代末期には｢あれかし｣｢ござれかし｣などの形で慣用的に使用される傾向が見られ､江戸時代に入ってからは｢希望｣の用法が少な-な-'慣用化された形の｢-だされかし｣｢あるぞかし｣　の形で強意的に使われるようになった｡この 化が｢希望 　 かし｣　の消滅 招いたものと考える と できる｡
また､｢希望｣　の　｢がな｣　は'室町時代以前には用例は
















らぬ　(ん)｣　の用例が見られず､江戸初期以降に終助詞としての用例が見られることが明らかになった｡しかし､江戸初期も｢かしらぬ (ん)｣ まだ助詞化されずに文中に用いられた例が見られたり､文末に謙譲語の　｢か存ぜぬ｣の用例が存在したりするので ｢かしらぬ　(ん)｣が完全助詞化されて定着したとまでは言えないであろう｡ 虎明本狂言｣よりも一五〇年程後に成立した｢虎寛本狂言｣ の時代には｢かしらぬ　(ん)｣　の形も多くなり､文末に使用された用例も多く見 れるので'こ 時代に 終助詞 して使われるようになったと見るべき とが明らかになった｡
第三章では'終助詞の周辺に存在するものとしての｢は｣｢げな｣　の考察を試みた｡本来係助詞であった　｢は｣は'奈良時代になると文末に
使われるようになる｡この　｢は｣が詠嘆の意に用い れたのも'係助詞から転成して終助詞として 用されるようになったのも､ともに平安時代以降 こ である｡こ ように終助詞の　｢は｣は､ にすでに係助詞 文末用法より終助詞へ転成して詠嘆の意を表すのに使われ ようになったものであり'これが江戸時代まで引き継がれることになる｡したがって､こ ような｢は｣は､改め 取り上げるまでもない ､本論稿では考察 対象から除外することにした｡
また､室町時代から終助詞的用法が見られる　｢げな｣　に
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ともに希望の意を表すのに用いられていたものが､室町末期から江戸期においては次第 希望よりも強意に用いられるようになったこと'また｢がな｣　 つ ても､希望の意を表す終助詞としての用法が次第に見られなくなり､江戸期以降には強意を表す副助詞としての用法が圧倒的に多くなることを指摘している｡ れらの二つの助詞に役割の変化があったことを用例の分析に基づ 実証しているところは､おおむね妥当な見解と認めるこ できる｡と-わけ｢1-2-1　捷解新語｣　の項において､命令表現 添えられる　｢ ｣が､清音｢かな｣　の形を取る事例 あることを指摘し､これが詠嘆の　 ｣ 混同 よっ 生じたと見るべきことを､ハングル 注と訳文 両面か 考察している点に高く評価すべきものがある｡
第二節では､先行する疑問詞を受けて文末に用いられる｢ぞ｣を考察の対象としている｡ここでも第一節と同じ資





る過程において､それぞれが独自の用法を示しながら次第に終助詞としての性格を強め いったこと 個々の用例を通して検証している｡ここでは　｢やらん｣ 挿入句における終助詞としての用法が多く見ら ることと､｢やら 　の副助詞のはたらきとは別に､現代語に見られる文末の終助詞としての用法が発生 っつあったことが指摘されており､その間題をめぐる考察に評価すべきものが認め ｡
第二節では､｢かしらぬ　(かしらん)｣　の形を取るものが




とに､それらを助詞ごとに精細に分類した表が添えられている｡惜しむ くは､それらの数値が 論中に十分に生かされていない憾みを残す点にいささかの物足りなさを覚るものの､各個の用例に解釈を加えながら綿密に整理 した努力には評価すべきものが認められる｡
第三章｢終助詞の周辺語｣は､本来は推定の意を表す助






ぐって疑義が呈さ ､それらの面から見れば､いささか物足りなさを覚えるところも残されてはいるものの'日本語の文末表現についてこれを歴史的な立場 ら把握しようとした点には論者の意欲が窺わ '論文全体については高い評価を与えることができる｡
このような審査の結果､本論文は審査委貝の一致した意
見により'博士 学位を授与するに十分な価値を持つものと認められ'合格と判定する 至った｡
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